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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
、
県
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
1
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
県
民
の
皆
様
の
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
中
、
安
心
な
日
常
生
活
と
活
力

あ
る
社
会
経
済
活
動
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
、
オ
ー
ル
愛
知
で
一
丸
と
な
っ
て
、
感
染
症
の
「
克
服
」
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
、
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の
整
備
推
進
、
世
界
最
高
ク
ラ
ス
の
ア
リ
ー
ナ
と
な
る
愛
知
県
新
体
育
館
、
国
内
最
大
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
拠
点
「
S
T
A
T
I
O
N 

A
i
」
の
整
備
着
手
な
ど
、
感
染
症
克
服
後
を
見
据
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
日
本
の
成
長
を
リ
ー
ド
し
続

け
る
愛
知
を
形
作
っ
て
い
け
る
よ
う
、
愛
知
を
「
前
進
」
さ
せ
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
そ
れ
に
伴
う
感
染
症
リ
ス
ク
の
増
大
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
発
展
な
ど
に
よ
り
、
加
速
度
的
な
変

化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
愛
知
が
日
本
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
我
が
国
の
発
展
を
力
強
く
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
う
し

た
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
、
国
内
外
の
優
れ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
地
域
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
と
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
次
々
と
創
出
さ
れ
る
、
愛
知
独
自
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
海
外
先
進
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、

世
界
に
例
を
見
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
大
交
流
圏
を
見
据
え
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
教
育
・
人
づ
く
り
、
女
性
の
活
躍
、
医
療
・
福
祉
、
環
境
、

雇
用
、
多
文
化
共
生
、
防
災
・
交
通
安
全
、
東
三
河
地
域
の
振
興
な
ど
、
県
民
の
皆
様
の
生
活
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
7
月
に
は
、3
年
に
一
度
の
国
際
的
な
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
、国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
2
0
2
2
」
を
開
催
し
ま
す
。
秋
に
は
い
よ
い
よ
、

ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
全
5
エ
リ
ア
の
う
ち
、「
青
春
の
丘
エ
リ
ア
」「
ジ
ブ
リ
の
大
倉
庫
エ
リ
ア
」「
ど
ん
ど
こ
森
エ
リ
ア
」
の
3
エ
リ
ア
が
開
業
し
ま

す
。
愛
知
の
魅
力
を
高
め
る
取
組
を
着
実
に
進
め
、
国
内
外
で
の
愛
知
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
は
、
1
8
7
2
（
明
治
5
）
年
に
現
在
の
愛
知
県
が
誕
生
し
て
か
ら
、
1
5
0
周
年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
県
民
の

皆
様
に
、
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
改
め
て
持
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
将
来
も
愛
知
県
に
住
み
続
け
、
愛
知
を
よ
り
良
く
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
元
旦

新
春
を
迎
え
て

愛
知
県
知
事

大　

村　

秀　

章
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
旧
年
中
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
延
期
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
東
京
で
無
事
開
催
さ
れ
、
一
つ
前
を
向
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
も
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式
が
世
の
中
に
浸
透
し
、
皆
様
の
生
活
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

食
品
業
界
全
体
を
見
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
諸
問
題
に
対
し
て
ま
だ
ま
だ
精
神
的
に
前
向
き
な
状
態
に
は
今
一
つ
の
様

子
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
原
料
の
値
上
げ
に
伴
う
各
食
料
品
の
値
上
が
り
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
学
校
給
食
関
連
に
つ
き

ま
し
て
も
物
資
の
値
上
げ
を
お
願
い
す
る
場
面
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
い
ま
い
ち
ど
学
校
給
食
物
資
の
取
り
扱
い
の
方
法
、
ま
た
、
給
食
費
の

改
定
を
ご
検
討
い
た
だ
く
時
期
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
な
か
で
皆
様
か
ら

求
め
ら
れ
る
学
校
給
食
物
資
も
ま
た
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
地
産
地
消
・
安
全
安
心
・
安
定
供
給
を
守
り
な
が
ら
、
わ
た
く
し
ど
も
組
合
員
・
賛
助
会
員
を
中
心
に
各
部
門
に

お
い
て
は
変
化
に
対
応
し
、
学
校
給
食
の
目
的
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
一
丸
と
な
っ
て
学
校
給
食
事
業
を
守
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
六
月
に
「
第
十
七
回
食
育
推
進
全
国
大
会
」
が
愛
知
県
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。「〝
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
化
〟
す
る
「
い
き
い
き
食
育
」
あ
い
ち

か
ら　

～
健
康
な
体
、
豊
か
な
心
、
環
境
に
優
し
い
暮
ら
し
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
る
本
大
会
に
、
わ
た
く
し
ど
も
も
組
合
と
し
て

出
展
と
協
賛
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
給
食
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
る
「
食
育
」
に
つ
い
て
、
例
年
以
上
に
注
目
し
力
を
い
れ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
例
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
愛
知
県
学
校
給
食
関
連
物
資
展
示
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
開
催
に
向
け
て
現
在
調
整
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
年
こ
そ
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
発
達
を
念
じ
、
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
諸
問
題
の
解
決
を
祈
り
つ
つ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
四
年　

元
旦

新
年
の
あ
い
さ
つ愛

知
県
学
校
給
食
物
資
流
通
協
同
組
合

理
事
長　

靍　

見　

佳　

利
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愛
知
ヨ
ー
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

平　

野　

豪　

治

小
牧
市
大
字
間
々
原
新
田
字
中
島
五
〇
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
８
〉
７
７
︱
３
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
６
８
〉
７
５
︱
８
７
５
３

エ
バ
ラ
食
品
工
業
株
式
会
社

名
古
屋
支
店
長　

青　

木　

秀　

利

名
古
屋
市
中
区
錦
一
︱
三
︱
七

ア
デ
ィ
ッ
ト
桜
通
り
九
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
２
３
１
︱
７
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
２
３
１
︱
９
３
３
７

大
島
食
品
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

大　

島　

雄　

治

名
古
屋
市
守
山
区
小
幡
南
二
︱
二
︱
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
７
９
５
︱
０
０
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
７
９
５
︱
２
５
４
４

有
限
会
社
か
ぶ
ら
食
品

代
表
取
締
役　

相　

川　

愛
一
郎

群
馬
県
富
岡
市
南
蛇
井
一
四
八
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
２
７
４
〉
６
７
︱
２
６
６
１
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
２
７
４
〉
６
７
︱
３
１
７
７

味
の
素
冷
凍
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

黒　

崎　

正　

吉

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
四
番
一
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　

日
土
地
銀
座
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
３
〉
６
３
６
７
︱
８
６
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
３
〉
３
５
４
３
︱
６
５
６
１

エ
ム
・
シ
ー
シ
ー
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

水　

垣　

宏　

隆

神
戸
市
東
灘
区
深
江
浜
町
三
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
７
８
〉
４
５
１
︱
１
４
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
７
８
〉
４
１
２
︱
１
９
３
６

カ
ゴ
メ
株
式
会
社

名
古
屋
支
店
長　

河　

原　

丈　

二

名
古
屋
市
中
区
栄
三
丁
目
一
番
一
号

広
小
路
本
町
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
八
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
９
５
１
︱
３
５
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
９
７
１
︱
４
１
０
６

神
谷
醸
造
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

神　

谷　

和　

男

豊
田
市
高
岡
町
巾
着
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
５
〉
５
１
︱
１
３
１
１
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
６
５
〉
５
１
︱
１
３
１
２

株
式
会
社
伊
藤
海
苔
店

代
表
取
締
役
社
長　

伊　

藤　

幸　

次

愛
知
県
田
原
市
浦
町
西
側
七
〇
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
３
１
〉
２
２
︱
１
０
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
３
１
〉
２
３
︱
２
０
３
０

株
式
会
社
極
洋　

名
古
屋
支
社

支　

社　

長　

𠮷　

冨　
　

毅

名
古
屋
市
東
区
東
桜
一
︱
四
︱
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
信
ビ
ル
五
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
９
５
５
︱
８
２
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
９
５
５
︱
８
１
３
０

伊
那
食
品
工
業
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

森　

田　

豊　

美

愛
知
県
小
牧
市
小
木
東
一
︱
四
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
８
〉
７
５
︱
６
６
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
６
８
〉
７
５
︱
６
６
９
９

九
鬼
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

田　

中　

啓　

之

三
重
県
四
日
市
市
尾
上
町
十
一
番
地

エ
ス
ビ
ー
食
品
株
式
会
社　

中
部
支
店

支　

店　

長　

村　

田　

雅　

彦

名
古
屋
市
名
東
区
本
郷
二
︱
一
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
７
６
０
︱
１
６
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
７
６
０
︱
１
７
３
５

二
〇
二
〇
年

　元旦

二
〇
二
〇
年

　元旦

謹
賀
新
春

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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会
報
・
自
費
出
版
物
・
名
簿
等
各
種
印
刷

株
式
会
社
言
文
社

代
表
取
締
役　

赤　

尾　
　
　

好

名
古
屋
市
西
区
枇
杷
島
二
丁
目
六
︱
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
５
８
３
︱
１
１
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
５
８
３
︱
１
７
５
６

株
式
会
社
J
︱

N
I
K
K
A
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役
社
長　

長　

坂　
　
　

篤

名
古
屋
営
業
所　

名
古
屋
市
中
区
錦
二
︱
一
八
︱
一
九

　

三
井
住
友
銀
行
名
古
屋
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
２
２
９
︱
９
６
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
２
２
９
︱
９
６
９
５

テ
ー
オ
ー
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

高　

橋　

征　

一

東
京
都
豊
島
区
南
長
崎
一
︱
二
︱
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
３
〉
３
９
５
２
︱
１
３
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
３
〉
３
９
５
０
︱
８
６
９
３

シ
マ
ダ
ヤ
株
式
会
社

　

笠　

原　

仁　

史

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
一
︱
二
五
︱
七

　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ル
３
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
２
２
２
︱
３
４
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
２
２
２
︱
３
４
６
５

テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク
株
式
会
社

名
古
屋
支
社
長　

都　

甲　

信　

之

名
古
屋
市
中
区
伊
勢
山
二
︱
十
二
︱
一

　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｔ
名
古
屋
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
３
２
４
︱
２
０
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
３
２
４
︱
２
０
１
５

「
食
」か
ら「
命
」と「
未
来
」を
つ
く
る
。

清
水
冷
凍
株
式
会
社

静
岡
市
清
水
区
袖
師
町
七
八
一
︱
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
４
〉
３
６
６
︱
５
５
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
４
〉
３
６
４
︱
９
０
８
４

す
ぐ
る
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

宮　

崎　

勇　

二

東
京
都
目
黒
区
緑
が
丘
二
︱
七
︱
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
３
〉
３
７
１
８
︱
６
３
３
１
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
３
〉
３
７
２
４
︱
２
７
９
３

株
式
会
社
大
冷　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

小　

柳　

文　

直

名
古
屋
市
中
区
錦
一
︱
七
︱
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　

三
同
ビ
ル
錦
八
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
２
１
８
︱
６
１
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
２
１
８
︱
６
１
８
２

天
狗
缶
詰
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

伊　

藤　

圭
太
郎

名
古
屋
市
中
区
金
山
一
︱
一
二
︱
一
四

　
　
　
　
　
　
　

金
山
総
合
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
３
０
０
︱
５
５
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
３
０
０
︱
５
５
５
６

株
式
会
社
新
川
食
品

代
表
取
締
役　

古　

川　

定　

容

愛
北
工
場　

愛
知
県
小
牧
市
河
内
屋
新
田
上
岩
倉
杁
630

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
８
〉
７
２
︱
４
５
５
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
６
８
〉
７
２
︱
４
５
５
０

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０
認
証
取
得

大
栄
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

小　

栗　

広　

秀

本
社
工
場　

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
門
間
二
二
八
八
︱
一

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
８
〉
３
８
８
︱
２
３
６
６

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
８
〉
３
８
８
︱
２
３
６
７

岐
阜
工
場　

岐
阜
市
東
鶉
二
丁
目
二
五
番
地

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
８
〉
２
７
６
︱
２
４
５
２

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
８
〉
２
７
６
︱
３
７
０
２

株
式
会
社
津
田
商
店

代
表
取
締
役
社
長　

津　

田　

保　

之

本　
　

社　

岩
手
県
釜
石
市
鵜
住
居
町
第
十
地
割
三
〇
︱
一

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
１
９
３
〉
２
９
︱
１
８
０
４

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
１
９
３
〉
２
９
︱
１
８
０
６

工　
　

場　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
１
９
３
〉
２
９
︱
１
８
０
５

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
１
９
３
〉
２
９
︱
１
８
０
６

株
式
会
社
ナ
ガ
ノ
ト
マ
ト　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

藤　

間　
　
　

徹

名
古
屋
市
東
区
葵
三
︱
七
︱
十
六

　
　
　
　
　

千
種
ウ
エ
ス
ト
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
９
３
０
︱
５
０
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
９
３
０
︱
５
０
２
２

二
〇
二
〇
年

　元旦

二
〇
二
〇
年

　元旦

謹
賀
新
春

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

営
業
本
部

名
古
屋
支
店
長
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株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ

中
部
支
社
長　

小　

山　

智　

康

名
古
屋
市
熱
田
区
川
並
町
二
番
十
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鳥
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
６
８
３
︱
２
５
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
２
６
９
５

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

総
合
代
理
店

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
タ
ス 

尾
張
さ
ん
ゆ
う
支
社

顧　
　

問　

坂　

本　

文　

一

愛
知
県
愛
西
市
善
田
新
田
町
十
割
上
四
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
７
〉
３
１
︱
７
１
３
０

携
帯
電
話 

０
９
０
︱
３
８
５
６
︱
０
３
５
１

羽
二
重
豆
腐
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

藤　

原　

英　

二

石
川
県
金
沢
市
西
金
沢
二
丁
目
一
六
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
７
６
〉
２
４
９
︱
１
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
７
６
〉
２
４
９
︱
１
１
７
４

二
方
蒲
鉾
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

二　

方　

道　

正

本　
　

社　

兵
庫
県
豊
岡
市
瀬
戸
七
五
七
︱
一

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
７
９
６
〉
２
８
︱
３
１
２
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
７
９
６
〉
２
８
︱
２
２
５
７

東
日
本
営
業
部　
神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
神
奈
川
二
︱
一
七
︱
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
ビ
ル
三
Ｂ

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
４
５
〉
５
９
４
︱
６
６
８
６

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
４
５
〉
５
９
４
︱
６
６
８
７

株
式
会
社
ニ
ッ
コ
ー

代
表
取
締
役　

山　

﨑　

雅　

史

神
奈
川
県
大
和
市
代
官
一
︱
一
〇
︱
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
４
６
〉
２
６
９
︱
０
２
１
７
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
４
６
〉
２
６
９
︱
０
２
８
４

株
式
会
社
華ハ

ナ
キ
キ
ョ
ウ

桔
梗

代
表
取
締
役　

𠮷　

村　

龍　

一

名
古
屋
市
中
川
区
伏
屋
二
︱
一
一
一
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
３
０
１
︱
７
８
２
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
３
０
１
︱
８
１
６
９

不
二
製
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

大　

森　

達　

司

本　

社　

大
阪
府
泉
佐
野
市
住
吉
町
一
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ〈
０
７
２
〉４
６
３
―
１
５
１
１（
代
表
）

https://w
w

w
.fujioil.co.jp/

天
然
調
味
料
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社
マ
ル
ハ
チ
村
松

代
表
取
締
役
社
長　

村　

松　

善　

八

静
岡
県
焼
津
市
下
江
留
一
〇
〇
一
︱
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
４
〉
６
２
２
︱
７
３
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
４
〉
６
２
２
︱
７
６
９
１

株
式
会
社
日
清
製
粉
ウ
ェ
ル
ナ

業
務
用
営
業
部　

中
部
営
業
所

所　
　

長　

桑　

山　

貴　

行

名
古
屋
市
東
区
武
平
町
五
丁
目
一
番
地

名
古
屋
栄
ビ
ル
九
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
９
７
２
―
８
９
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
９
７
２
―
８
９
７
３

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
株
式
会
社　

中
部
支
社

支　

社　

長　

小　

林　

芳　

樹

名
古
屋
市
中
区
栄
一
︱
九
︱
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｆ
ビ
ル
八
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
３
０
７
︱
８
７
３
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
３
０
７
︱
８
７
３
９

日
東
ベ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

塚　

田　

莊
一
郎

名
古
屋
支
店　

名
古
屋
市
熱
田
区
千
代
田
町
一
七
番
八
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
２
８
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
５
９
１
１

三
島
食
品
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

岩　

本　

直　

樹

名
古
屋
市
西
区
枇
杷
島
五
︱
三
〇
︱
一
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
５
２
４
︱
０
８
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
５
２
４
︱
４
５
５
５

日
本
水
産
株
式
会
社　

名
古
屋
支
社

支　

社　

長　

淺　

山　
　
　

徹

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
三
︱
二
二
︱
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
５
６
１
︱
５
３
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
５
６
１
︱
５
３
０
９

二
〇
二
〇
年

　元旦

二
〇
二
〇
年

　元旦

謹
賀
新
春

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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株
式
会
社
M
iz
k
a
n　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

横　

山　

光　

之

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
五
︱
二
二
︱
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
駅
中
埜
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
５
６
６
︱
３
４
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
５
６
６
︱
３
４
７
９

株
式
会
社
ヤ
ヨ
イ
サ
ン
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役
社
長　

大　

西　

宏　

昭

東
京
本
社　

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
丁
目
十
︱
十
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
３
〉
５
４
０
０
︱
１
５
０
０

有
限
会
社 

林
食
品
商
会

豊
田
市
堤
町
上
町
一
〇
二
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
５
〉
５
２
︱
４
６
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
６
５
〉
５
２
︱
５
３
０
１

理
研
ビ
タ
ミ
ン
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

岩　

崎　

直　

臣

名
古
屋
市
中
区
栄
四
︱
二
︱
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
２
３
８
︱
３
７
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
２
３
８
︱
３
７
６
７

株
式
会
社
丸
小
青
果

　

小　

出　

眞　

彰

名
古
屋
市
中
川
区
柳
川
町
十
五
︱
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
５
６
６
６
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
６
６
５
６

六
甲
バ
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

塚　

本　

浩　

康

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
一
丁
目
三
番
一
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
７
８
〉
２
３
１
︱
４
６
５
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
７
８
〉
２
４
２
︱
１
３
７
９

希
望
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

靏　

見　

秀　

明

名
古
屋
市
南
区
丹
後
通
五
丁
目
八
番
地
の
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
６
１
２
︱
１
２
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
６
１
１
︱
２
８
０
９

髙
瀬
物
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

髙　

瀬　

知　

康

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
兜
町
一
二
︱
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
瀬
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
３
〉
３
６
６
５
︱
１
２
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
３
〉
３
６
６
５
︱
１
２
７
５

株
式
会
社
名
給

代
表
取
締
役
社
長　

青　

木　

基　

博

名
古
屋
市
熱
田
区
新
尾
頭
二
丁
目
二
番
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
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二
〇
二
〇
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　元旦

謹
賀
新
春

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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今
年
の
干
支
は
、
三
番
目
の

「
寅
」
で
す
。
動
物
と
し
て
は

ご
存
知
の
通
り
「
虎
（
と
ら
）」

で
す
。

❖
動
物
の
虎

　

動
物
の
虎
は
、
森
林
な
ど
に

生
息
す
る
大
型
の
ネ
コ
科
の
肉

食
動
物
で
す
。
イ
ン
ド
や
ネ

パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
な
ど
で
は

人
々
の
生
活
地
域
に
隣
接
す
る

場
所
で
も
生
息
し
て
お
り
、
そ

の
ど
う
猛
さ
も
あ
っ
て
、
と
て

も
危
険
視
さ
れ
て
い
る
動
物
で

す
。
ま
た
同
時
に
そ
の
力
強
さ

か
ら
神
聖
視
さ
れ
て
い
る
動
物

で
も
あ
り
ま
す
。

❖
古
代
の
虎

　

虎
に
関
す
る
言
葉
は
日
本
に

も
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
に
野
生
の
虎
が
生
息
し
て

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
か
ら

伝
来
し
た
書
物
や
絵
・
毛
皮
な

ど
か
ら
「
虎
」
は
知
ら
れ
て
お

り
『
日
本
書
紀
』
に
も
、
虎
の

皮
を
贈
ら
れ
た
こ
と
な
ど
の
記

載
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
四
神

と
し
て
の
「
白
虎
」
の
姿
は
古

墳
や
鏡
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
ほ
か
『
万
葉
集
』
に
も
「
虎

に
乗
り 

古
屋
を
越
え
て 

青
淵

に 

蛟
龍
捕
り
来
む 

剣
太
刀
も

が
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
頃
に
は
「
神
」
や
「
勇
猛

さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

❖
龍
と
虎

　

そ
の
の
ち
、
禅
語
「
龍
吟
雲

起　

虎
嘯
風
生
（
龍
吟
ず
れ
ば

雲
起
こ
り　

虎
嘯
け
ば
風
生

ず
）」
に
よ
り
、
龍
と
対
す
る

虎
の
イ
メ
ー
ジ
も
定
着
し
て
い

き
ま
す
。
今
で
も
優
れ
た
者
同

士
の
対
決
な
ど
で
「
竜
虎
対

決
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
描
か
れ
て
い
る

「
竜
虎
図
」
は
こ
の
言
葉
に
由

来
し
ま
す
。
ま
た
、
狩
野
派
の

絵
に
は
虎
と
豹
が
描
か
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
実
際
に
虎
と

い
う
存
在
を
目
に
す
る
機
会
が

少
な
か
っ
た
た
め
に
「
虎
」
は

雄
、「
豹
」
は
雌
と
思
わ
れ
て

い
た
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
虎
の
ど
っ
し
り
と
し
た
体

格
に
対
し
て
、
豹
の
し
な
や
か

な
体
格
か
ら
生
じ
た
誤
解
で

し
ょ
う
か
。

❖
『
三
国
志
』
の
虎

　

し
ば
し
ば
勇
将
を
「
虎
」
に

例
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

『
三
国
志
』『
三
国
志
演
義
』
に

お
い
て
も
孫
堅
や
呂
布
、
許
褚

を
虎
と
し
て
例
え
る
場
面
や

「
二
虎
競
食（
に
こ
き
ょ
う
し
ょ

く
）
の
計
」
や
「
駆
虎
呑
狼
（
ぐ

こ
ど
ん
ろ
う
）
の
計
」
と
い
っ

た
も
の
が
登
場
し
ま
す
。
前
者

は
「
飢
え
た
虎
の
間
に
肉
を
投

げ
入
れ
る
と
二
匹
の
虎
は
そ
れ

を
奪
い
合
っ
て
争
う
の
で
双
方

を
倒
す
の
は
容
易
で
あ
る
」
と

い
う
計
略
、
後
者
は
「
虎
が
豹

と
戦
っ
て
い
る
す
き
に
狼
が
虎

の
巣
を
奪
う
」
計
略
。

❖
虎
に
例
え
ら
れ
た
武
将

　

日
本
で
も
虎
に
例
え
ら
れ
た

武
将
が
い
ま
す
。「
甲
斐
の
虎
」

と
呼
ば
れ
た
の
は
武
田
信
玄
、

こ
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
「
越
後

の
龍
」と
呼
ば
れ
た
上
杉
謙
信
。

「
尾
張
の
虎
」
と
呼
ば
れ
た
の

は
織
田
信
秀（
織
田
信
長
の
父
）

で
す
。

　

実
際
に
日
本
人
が
虎
を
目
に

し
た
の
は
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出

兵
の
際
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。「
肥
後
の
虎
」
と
い
わ
れ
る

加
藤
清
正
は
こ
の
際
の
虎
退
治

が
有
名
で
、
虎
の
皮
を
秀
吉
に

贈
っ
た
逸
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。

❖
食
に
関
わ
る
虎

　

こ
う
い
っ
た
「
勇
猛
」
な
イ

メ
ー
ジ
の
強
い
「
虎
」
で
す
が
、

食
に
ま
つ
わ
る
も
の
と
し
て
は

「
虎
に
な
る
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
酒
に

酔
っ
て
気
持
ち
が
大
き
く
な
っ

て
暴
れ
た
り
、
怖
い
も
の
知
ら

ず
に
な
る
こ
と
。
泥
酔
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
手
が
つ
け
ら

れ
な
く
な
る
状
態
で
あ
る
か
ら

と
も
、
両
手
を
地
面
に
つ
け
て

四
つ
ん
這
い
に
な
る
か
ら
、
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
酒
を

飲
む
際
に
は
注
意
し
た
い
と
思

わ
さ
れ
る
言
葉
で
す
。

干
支
の
は
な
し

      
「
寅
・
虎
」に
関
わ
る
こ
と
が
ら

干
支
の
は
な
し

      
「
寅
・
虎
」に
関
わ
る
こ
と
が
ら

−8−


